
令和８年度経営力・工賃向上コンサルティング事業委託業務 

プロポーザル 評価基準 

 項目 評価内容 評価点 

基

本

的

事

項 

事業目的と

の整合性 

・本事業の趣旨（経営力強化・工賃向上）を十分に理解した提案と

なっているか。 

・障害福祉サービス事業所やその職員、利用者の置かれた現状と

課題を理解しているか。 

・福祉的視点と経営的視点の両立が図られているか。 

１５点 

企

画

内

容

等 

企画内容の

妥当性 

・内容は適切かつ、実現可能なものとなっているか。 

・ＰＤＣＡサイクルを意識し、県が示した事業要件を踏まえた上

で、各社独自の知見や経験を活かした提案がなされ、より経営

力・工賃向上につながる助言等が期待できるか。 

【①研修会に関する提案】 

・実践的で分かりやすく、商品開発、販売戦略、生産性向上、価格

設定等に関する具体的な知見が得られる内容となっているか。 

・研修会が、事業所の主体的な取組を促す「動機付け」として効果

的な内容となっているか。 

【②個別支援に関する提案】 

・事業計画に関して、事業戦略の策定や事業計画の見直し・改善、

工賃（賃金）向上計画の分析・改善等に係る助言等が期待できる

か。 

・収益向上に関して、収支計画又は収支改善計画の策定、資金管理

等に係る助言等が期待できるか。 

・商品・サービスの価値向上、新商品・サービス創出、パッケージ

改良、ブランド構築等について、市場ニーズを踏まえた助言が期

待できるか。 

【③販売会、④成果発表会に関する提案】 

・販売会や成果発表会について、事業の「実践の場」「横展開の場」

として目的に沿った企画提案となっているか。 

３０点 

業

務

遂

行

等 

実施体制 

・事業全体のマネジメント及び業務遂行にあたる人員などの実施

体制は適切か。 

・業務実行可能で適切な計画・行程になっているか。 

・事業所等のニーズに応えられる支援体制が整っているか。 

・県との打合せ、進捗報告、情報共有等を円滑に行うための具体的

な連携体制が示されているか。 

１５点 

ネットワー

ク 

・本事業に取り組む上で必要な様々なスキルを有する、もしくは

有する者と連携ができるネットワークを持っているか。 
１５点 

過去の実績 

 

・本事業の取組と同様もしくは、本事業に応用ができる取組実績

があるか。 
１０点 

その他 

・本事業を良いものにしたいという意欲があり、必要に応じて受

託者、発注者、実施事業所の相互ディスカッションを通じてより

良いものを作り上げようとする協調性や調整力、向上心はある

か。 

１０点 

経

費 

経費の妥当

性 
・内容に適した価格が設定されているか。 ５点 

   合計   

１００点 

※最低基準点は合計の６割とする。 

 

（別紙） 


